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4
月
27
日
、
東
京
土
建
本
部
と

事
業
所
対
策
委
員
会
が
各
支
部
に

呼
び
か
け
て
野
丁
場
現
場
宣
伝
を

実
施
し
ま
し
た
。
元
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
解
体
現
場
の
虎
ノ
門
1
・

2
丁
目
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
現
場
（
森
ビ
ル
・
鹿
島
建
設
）

に
10
支
部
と
本
部
か
ら
33
人
の
仲

間
が
集
ま
り
、
約
1
時
間
で
51
人

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

現
場
が
病
院
の
そ
ば
と
い
う
こ

と
も
あ
り
宣
伝
カ
ー
に
よ
る
音
出

し
は
な
し
。
「
コ
ロ
ナ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
、
暮
ら
し
の
こ
と
で
お
困
り
の

方
、
東
京
土
建
に
相
談
！
」
と
の

横
断
幕
を
掲
げ
な
が
ら
、
「
一
時

支
援
金
」
や
「
建
退
共
」
に
つ
い

て
も
周
知
し
ま
し
た
。
立
ち
止
ま

っ
て
く
れ
た
仲
間
か
ら
は
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
回
答
を
通
じ
て
、
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
「
モ
ニ
タ
ー
で
朝

礼
が
行
な
わ
れ
て
い
る
」
様
子
な

ど
と
共
に
、
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。特
に
外
国
人
実
習
生
、

女
性
、
入
社
間
も
な
い
労
働
者
の

低
賃
金
が
目
立
ち
、
2
割
以
上
の

仲
間
が
日
当
1
万
円
前
後
で
あ
る

と
回
答
し
ま
し
た
。

こ
の
現
場
で
は
「
定
点
観
測
」

と
し
て
宣
伝
を
続
け
ま
す
。

現場前で退場する従事者からアンケート
をとるなど宣伝行動をする行動参加者主催者あいさつをする小森陽一さん

5
月
3
日
憲
法
記
念
日
に
、
国

会
正
門
前
で
、
「
と
り
も
ど
そ
う

民
主
主
義
、
立
憲
主
義
2
0
2
1

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
憲
法
大

行
動
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
緊

急
事
態
宣
言
発
令
下
で
リ
モ
ー
ト

と
リ
ア
ル
併
用
で
の
開
催
で
し
た

が
、
国
民
投
票
法
改
定
案
の
採
決

が
企
ま
れ
る
緊
迫
し
た
情
勢
で
、

多
く
市
民
が
結
集
し
、
憲
法
を
守

る
意
思
を
示
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
小
森
陽
一

「
九
条
の
会
」
事
務
局
長
は
「
生
存

権
、
国
の
生
存
権
保
障
義
務
を
う

た
っ
た
憲
法
25
条
に
、
菅
政
権
の

コ
ロ
ナ
対
応
は
全
く
違
反
し
て
い

る
。
生
命
、
自
由
、
幸
福
追
求
の

権
利
が
私
た
ち
に
あ
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
こ
う
。
一
方
で
菅
首
相

は
訪
米
し
軍
事
力
増
強
を
約
束
す

る
な
ど
ア
メ
リ
カ
に
は
と
こ
と
ん

従
順
だ
。
こ
の
よ
う
な
政
治
を
変

え
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

雨
宮
処
凛
さ
ん
（
作
家
）
、
田

中
優
子
さ
ん（
法
政
大
学
前
学
長
）

ら
5
人
の
ス
ピ
ー
チ
に
加
え
、
立

憲
野
党
か
ら
は
枝
野
幸
男
（
立

民
）
、
志
位
和
夫
（
共
産
）
、
福

島
瑞
穂（
社
民
）、
伊
波
洋
一（
沖

縄
）
と
い
ず
れ
も
党
・
会
派
の
代

表
が
憲
法
大
行
動
へ
の
連
帯
を
表

明
し
ま
し
た
。

【
板
橋
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
工
事
・

内
田
恒
夫
通
信
員
】
3
月
初
旬
、

地
域
の
区
議
会
議
員
を
介
し
て
、

「
高
島
平
フ
ー
ド
バ
ン
ク
実
行
委

員
会
」
か
ら
、
4
月
開
催
予
定
の

「
高
島
平
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
に
協

力
を
要
請
さ
れ
、
場
所
の
提
供
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
当
日
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
の
協
力
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

4
月
11
日
当
日
は
、
午
前
9
時

半
か
ら
分
会
協
力
ス
タ
ッ
フ
6
人

が
分
会
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
、

提
供
さ
れ
た
米
・
レ
ト
ル
ト
食
品

・
缶
詰
・
野
菜
・
洗
剤
な
ど
の
受

け
入
れ
、
会
場
の
設
定
、
土
建
立

て
看
板
を
利
用
し
た
看
板
の
制
作

な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。

配
布
開
始
の
午
後
1

時
以
前
か
ら
、
多
く
の

人
た
ち
が
集
ま
り
、
住

宅
街
の
中
に
あ
る
分
会

セ
ン
タ
ー
に
人
が
密
集

し
な
い
よ
う
に
、
近
く

の
公
園
で
の
待
機
誘
導

を
し
た
り
、
交
差
点
で

の
道
案
内
を
し
て
、
集

ま
っ
た
方
に
は
、
消
毒

を
し
て
い
た
だ
き
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
取
り
な
が

ら
の
配
布
で
し
た
。

室
内
で
は
、
区
議
会

議
員
、
弁
護
士
も
加
わ

っ
た
生
活
相
談
も
行
な

わ
れ
、
希
望
者
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
生
活
相
談
で
は
住
宅

工
事
に
つ
な
が
る
も
の
が
2
件
あ

り
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
食
料
62
セ
ッ
ト
と

近
隣
の
ド
ミ
ノ
ピ
ザ
か
ら
提
供
さ

れ
た
焼
き
た
て
の
ピ
ザ
、
生
理
用

品
、
マ
ス
ク
等
も
配
布
さ
れ
ま
し

た
。来

場
者
は
高
島
平
、
舟
渡
、
徳

丸
、大
山
、
氷
川
町
な
ど
板
橋
区

内
、
足
立
区
、
北
区
か
ら
の
人
も

お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
一
人
暮

ら
し
で
困
っ
て
い
ま
し
た
。
助
か

り
ま
し
た
」
な
ど
多
く
の
感
謝
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

5
月
1
日
、
北
多
摩
西
教
育
会

館
（
国
立
市
）
に
て
第
92
回
三
多

摩
メ
ー
デ
ー
が
開
催
。
緊
急
事
態

宣
言
の
た
め
、
昨
年
に
続
き
ア
ピ

ー
ル
登
壇
者
と
実

行
委
員
の
み
で
式

典
を
行
な
い
、
そ

の
模
様
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
配
信
し
ま

し
た
。

芳
賀
次
郎
実
行

委
員
長
は
、
「
今

年
は
都
議
会
選
挙
や
総
選
挙
が
あ

る
選
挙
の
年
。
8
時
間
働
い
て
普

通
に
暮
ら
せ
る
賃
金
、
働
く
ル
ー

ル
の
確
立
を
は
じ
め
、
メ
ー
デ
ー

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
項
目
一
つ

一
つ
を
実
現
す
る
た
め
に
奮
闘
し

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

団
体
別
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
東
京

土
建
を
代
表
し
て
渡
辺
義
久
副
委

員
長
が
、
5
月
17
日
に
控
え
た
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
の
最
高
裁
判

決
に
つ
い
て
「
国
、
製
造
企
業
を

断
罪
す
る
画
期
的
な
勝
利
判
決
が

予
想
さ
れ
、
全
国
の
被
害
者
救
済

を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
確
実
な
一

歩
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
力

強
く
訴
え
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
宣
言
の
後
、
丸
山
篤

義
副
実
行
委
員
長
（
東
京
土
建
副

委
員
長
）
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

舟渡高島分会センター前で行ないました

訴える渡辺さん

5
月
5
日
、

四
ツ
谷
駅
の
近

く
の
聖
イ
グ
ナ

チ
オ
教
会
で
反

貧
困
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
の
市

民
団
体
に
よ
る

「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
大
人

食
堂
」
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る

生
活
困
窮
者
を

支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。（
5

月
3
日
に
も
同
会
場
で
開
催
）

開
場
の
正
午
の
時
点
で
会
場
前

の
歩
道
に
は
2
0
0
人
を
超
す
行

列
。
正
午
を
知
ら
せ
る
教
会
の
鐘

が
大
き
く
鳴
り
響
く
中
、
来
場
者

は
10
人
ほ
ど
で
区
切
ら
れ
な
が
ら

入
場
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
に
検
温
を
受
け
て
か
ら
、
カ
レ

ー
や
温
か
い
弁
当
、
リ
ン
ゴ
、
玉

ね
ぎ
、
飲
み
物
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

生
活
用
品
な
ど
を
受
け
取
り
ま

す
。
ま
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら

れ
る
教
会
内
で
専
門
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
生
活
相
談
を
受
け
る
人
も
い

ま
し
た
。
外
国
人
来
場
者
も
目
立

ち
、
英
語
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
、
ヒ

ン
デ
ィ
ー
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど

の
多
言
語
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
取

材
関
係
者
も
多
数
あ
り
、
あ
る
テ

レ
ビ
関
係
者
は
取
材
の
合
間
で

「
年
末
年
始
の
『
年
越
し
相
談
村
』

の
時
よ
り
来
場
者
が
多
い
。
貧
困

が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
証
拠

だ
。
こ
の
よ
う
な
支
援
は
、
本
来

な
ら
国
が
や
る
べ
き
だ
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

中
央
メ
ー
デ
ー
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
中
央

メ
ー
デ
ー
も
2
年
連
続
と
な
る
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
の
み
が
無
観
客
で
代
々
木

公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
て
行
な
わ

れ
、
そ
の
様
子
が
映
像
で
配
信
さ

れ
ま
し
た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
で

小
畑
雅
子
代
表
委
員
（
全
労
連
議

長
）
は
3
点
を
強
調
す
る
と
し
て

①
い
の
ち
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
取
り
組
む
こ
と
②
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
で
労
働
者
の
雇
用
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
③
惨
事
便
乗
型
で
す

す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
政
府

・
財
界
の
「
成
長
戦
略
」
政
策
に

抗
す
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
医
療
・
社
会
保
障
の

充
実
を
目
指
し
て
積
極
的
に
発
言

さ
れ
て
い
る
本
田
宏
医
師
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
薬
剤
師
の
千
田
恵
美

子
さ
ん
（
東
京
医
労
連
）
か
ら
は

「
五
輪
に
看
護
師
を
送
る
余
裕
は

な
い
。
都
立
病
院
の
独
法
化
は
中

止
す
べ
き
だ
」
と
の
決
意
表
明
、

青
年
、
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
か

ら
は
「
シ
フ
ト
制
契
約
に
最
低
労

働
時
間
を
設
け
る
こ
と
を
要
求
す

る
」
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

開場前には200人を超すような長蛇の列。
外国人の姿も目立ちました

虎
ノ
門
現
場
で
宣
伝
、
聞
き
取
り

「一人暮らし、助かった」
フードバンクに協力

日
当
約
１
万
円
が
２
割
も

日
当
約
１
万
円
が
２
割
も

Ｇ
Ｗ
に
大
人
食
堂

外
国
人
来
場
者
も
目
立
つ

板
橋

ふ
え
る
生
活
困
窮
者
求
め
ら
れ
る
公
的
支
援

ふ
え
る
生
活
困
窮
者
求
め
ら
れ
る
公
的
支
援

三 多 摩
メーデー

５
・
１７
最
高
裁
判
決
控
え

立憲政治にチェンジ

ア
ス
ベ
ス
ト
で
訴
え

記念日に国会前で大行動

求

人

求

職


